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図－9 地質断面位置図 
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図－10　地質断面図

縮尺　よこ：1/500、たて1/200
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図－11　地質断面図

縮尺　よこ1/500、たて1/200
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図－12　地質断面図

縮尺　たて1/200、よこ1/200
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図－13　地質断面図

縮尺　たて1/200、よこ1/200
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ボーリング柱状図

調 査 名 海 上 保 安 学 校 地 盤 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 京 都 府 舞 鶴 市 字 長 浜 2 0 0 1 番 地 北 緯

東 経発 注 機 関 海 上 保 安 学 校 調査期間 平成 2 5年  8月  5日 ～ 2 5年  8月  7日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 増 田 地 質 工 業

電話 ( 0 8 7 - 8 6 2 - 5 2 5 5 ) 主任技師 増 田 剛 人 現 場
代 理 人 松 本 正 博 コ ア

鑑 定 者 松 本 正 博 ボｰリング
責 任 者 大 山 敏 文
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落下用具 自 動
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記

事
レンガ・採石。表土 灰

細砂を主体に多量の細粒土と少量の
礫を混入。
礫は径2～40mm程度の角礫を主体。
2m付近は細粒土の含有量多い。
6m付近は礫の含有量多い。

礫
混
り
粘
土
質
砂

褐
灰

非
常
に
緩
い

含水量：中くらい。シルト
質粘土 暗灰 軟ら

かい

均一な細砂を主体に細粒土を含む。
貝殻片を混入。
径10～30mm程度の礫を少量混入。

シ
ル
ト
質
砂

暗
黄
灰

非
常
に
緩
い

含水量：中くらい。
不均質に細～粗砂を多量含む。

砂
質
粘
土

暗青
灰～
黄灰

軟
ら
か
い

風化著しく、試料はシルト質細砂状
を呈する。
DL級岩盤。

蛇
紋
岩

黄
灰

緩
い

風化進み指圧及びハンマーの軽打に
て細砂～脆い角礫状に砕ける。
DM級岩盤。

蛇
紋
岩

暗
緑
灰

中
位

岩石はやや風化し径2～30mm程度の
角礫状を呈する。
DH級岩盤。

蛇
紋
岩

暗
緑
灰

非
常
に
密
な

割れ目が多く径10～30mm程度の角礫
状を呈する。
CL級岩盤。

蛇紋岩 暗緑
灰

非常
に密
な

新鮮・堅硬な棒状コア（L=5～30c
m）を主体。
割れ目面も新鮮である。
CM級岩盤

蛇
紋
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暗
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灰

非
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密
な
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ボーリング柱状図

調 査 名 海 上 保 安 学 校 地 盤 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 京 都 府 舞 鶴 市 字 長 浜 2 0 0 1 番 地 北 緯

東 経発 注 機 関 海 上 保 安 学 校 調査期間 平成 25年 8月 8日 ～ 2 5年 8月 1 0日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 増 田 地 質 工 業

電話 ( 0 8 7 - 8 6 2 - 5 2 5 5 ) 主任技師 増 田 剛 人 現 場
代 理 人 松 本 正 博 コ ア

鑑 定 者 松 本 正 博 ボｰリング
責 任 者 大 山 敏 文
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エンジン ヤ ン マ ー N F A D 8 ポ ン プ 東 邦 　 B G - 3総 掘 進 長  16.00m
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レンガ・採石。表土 灰

細粒土を主体に細～粗砂を多量含
む。
径2～20mm程度の礫を混入。
2m付近は含水量多い。

砂
質
粘
土

黄
褐
灰

非
常
に
軟
ら
か
い

風化著しく試料はシルト質細砂状を
呈する。
DL級岩盤。

花
崗
岩

黄
褐
灰

緩
い～

中
位

風化進み指圧にてシルト質細砂～脆
い角礫状に砕ける。
深度11.40m以深は暗緑灰色となる。
DM級岩盤

花
崗
岩

暗
緑
灰

密
な～

非
常
に
密
な

脆い角礫状を呈する。
DH級岩盤。

花
崗
岩

暗
緑
灰

非
常
に
密
な

L=5～10cm程度の棒状コア。ハンマ
ーの打撃により角礫状に砕ける。
CM級岩盤。

花崗岩 暗緑
灰

非常
に密
な
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ボーリング柱状図

調 査 名 海 上 保 安 学 校 地 盤 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 京 都 府 舞 鶴 市 字 長 浜 2 0 0 1 番 地 北 緯

東 経発 注 機 関 海 上 保 安 学 校 調査期間 平成 2 5年  8月  1日 ～ 2 5年  8月  2日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 増 田 地 質 工 業

電話 ( 0 8 7 - 8 6 2 - 5 2 5 5 ) 主任技師 増 田 剛 人 現 場
代 理 人 松 本 正 博 コ ア

鑑 定 者 松 本 正 博 ボｰリング
責 任 者 大 山 敏 文
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用
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試 錐 機 東 邦 D - 1 型 ハンマー
落下用具 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D 8 ポ ン プ 東 邦 　 B G - 3総 掘 進 長  19.41m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

(m)
  2.03

 -0.87

 -3.87

 -4.87

 -6.87

-17.28

層

厚

(m)
  0.10

  2.90

  3.00

  1.00

  2.00

 10.41

深

度

(m)
0.10

3.00

6.00

7.00

9.00

19.41

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事
砕石。表土 灰

細粒土を主体に多量の細砂を含む。
径5mm程度の風化礫を混入。
含水量やや多い。

砂
質
シ
ル
ト

黄
灰

非
常
に
軟
ら
か
い

径2～30mmの角礫に砂分と細粒土を
多量含む。
砂は細砂が目立つ。
含水量；やや多い。
最大粒径50mm程度。

シ
ル
ト
混
り
砂
礫

褐
灰～

黄
灰

緩
い

均一な細砂に多量の細粒土を含む。
含水量：やや多い。

シルト
質砂

淡黄
灰

緩
い

試料はシルト質細砂状に砕ける。
DL級岩盤

花
崗
岩

褐
灰

中
位

岩組織を残すも指圧及びハンマーの
軽打にて細砂状に砕ける。
深度14m以浅は長石が粘土化する。
深度14m以深は硬質部が脆い角礫状
に残る。
DM級岩盤。

花
崗
岩

褐
灰

中
位～

非
常
に
密
な
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細砂を主体に細粒土を混入。シルト
混り砂

黄褐
灰

岩組織を残すも風化進み細～粗砂状
に砕ける。
DM級岩盤

花崗岩
褐
灰

中
位

風化進み脆い角礫状に砕ける。
DH級岩盤

花
崗
岩

褐
灰

割れ目が多く径10～20mm程度の角礫
状を呈する。
CL級岩盤

花崗岩 暗緑
灰

非常
に密
な

新鮮・堅硬でL=5～20cm程度の棒状
コア。
割れ目面は褐色に変色する。
全体に破砕されている。
CM級岩盤

花
崗
岩

暗
緑
灰

非常
に密
な
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内
水
位
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月
日
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